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特集
岩手県のフラッグシップ米「金色の風」が

今秋いよいよデビュー
　全国から、次 と々登場する新品種のコメ。ここ岩手から、１０年の歳月をかけ
味自慢のコメ「金色の風」が今秋デビューします。県南地域の選ばれた圃場で
生産者と関係機関が一致団結し栽培したおいしいコメを、皆さまの食卓へ
お届けします。「金色の風」が全国へおいしい旋風を巻き起こすよう願いを
込めて、おいしさの秘密や生産者の取り組みを紹介します。

　

岩
手
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
水
稲
新
品
種「
金
色
の
風
」

は
、
岩
手
生
物
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
岩
手
県
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
越
え
る
コ
メ

を
目
標
に
開
発
に
取
り
組
ん
だ
品
種
で
、
平
成

29
年
か
ら
一
般
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ゲ
ノ
ム

解
析
技
術
を
使
い
、
お
い
し
さ
の
遺
伝
子
を
持
つ

系
統
を
母
に
、
ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
て
い

る
ひ
と
め
ぼ
れ
を
父
に
人
工
交
配
を
行
い
誕
生
し

た
コ
メ
で
す
。
ふ
わ
り
と
し
た
食
感
と
か
ん
だ
瞬

間
に
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
豊
か
な
甘
み
が
特
徴

で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
並
み
の
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
と
、

ひ
と
め
ぼ
れ
の
特
徴
を
兼
ね
備
え
た
最
高
級
の
コ

メ
で
す
。

　

29
年
度
は
い
わ
て
平
泉
、
江
刺
、
岩
手
ふ
る
さ

と
の
３
Ｊ
Ａ
管
内
で
約
１
０
０
㌶
栽
培
。
８
月
は

天
候
不
順
が
続
き
生
育
や
品
質
へ
の
影
響
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
９
月
に
入
り
天
候
が
回
復
し
登

熟
が
進
み
、
収
穫
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

「
金
色
の
風
」の
由
来

　
「
金
色
」
は
”黄
金
文
化
“や
”黄
金
の
國
“な

ど
、
岩
手
県
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
た

わ
わ
に
実
っ
た
”稲
穂
“を
連
想
し
て
い
ま
す
。

　
「
風
」
は
豊
か
な
岩
手
の
”風
土
“を
表
し
、

日
本
の
食
卓
に
新
た
な
”風
“を
吹
き
込
む
と
い
う

願
い
を
込
め
て
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
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お
い
し
さ
の
理
由

そ
の
１ 

ふ
わ
り
と
し
た
食
感

 

絶
妙
な
粘
り
と
や
わ

 
ら
か
さ
。
冷
め
て
も

 
お
い
し
く
い
た
だ
け

 

ま
す
。

そ
の
２ 

豊
か
な
甘
み

 

か
ん
だ
瞬
間
に
、
口

 

い
っ
ぱ
い
に
独
特
の

 

甘
み
が
広
が
り
ま
す
。

栽
培
基
準
と
品
質
管
理

　
「
金
色
の
風
」
は
、
岩
手
県
が
誇
る
最
高
品
種
と
し
て
、
全
国

の
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
最
高
品
質
の
コ
メ
を
お
届
け
し
続
け
る
た

め
、
全
て
の
作
付
け
農
家
が
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
栽
培
し
ま
す
。

「
金
色
の
風
」の
お
薦
め
の
炊
き
方

１
． 

水
と
コ
メ
は
正
し
く
計
る

 

・
カ
ッ
プ
に
山
盛
り
取
っ
て
す
り
切
り
が
ポ
イ
ン
ト

 

・
コ
メ
は
乾
燥
し
や
す
い
の
で
洗
う
直
前
に
計
量
し

 
 

ま
し
ょ
う
。

 

・
水
加
減
は
少
な
め
の「
す
し

 
 

飯
」の
目
盛
り
で
炊
く
の
が

 
 

お
す
す
め
で
す
。

２
．
コ
メ
は
や
さ
し
く
洗
う

 

・
力
を
入
れ
て
洗
う
と
コ
メ
が
割

 
 

れ
て
焦
げ
や
べ
た
つ
き
の
原
因

 
 

と
な
り
ま
す
。

３
．
炊
飯
に
適
し
た
水
で
洗
う

 

・
水
道
水
や
浄
水
器
を
使
っ
た
水

 
 

が
お
す
す
め
で
す
。

お
い
し
さ
を
生
み
出
す
10
の
ポ
イ
ン
ト

ハ
イ
テ
ク 

最
新
の
科
学
技
術
を
用
い
て
開
発

太
陽 

稲
の
成
長
を
促
す
輝
く
太
陽

銀
河 

お
い
し
い
コ
メ
を
育
む
銀
河
の
夜
空

空 

澄
ん
だ
空
気
、
爽
や
か
に
広
が
る
青
空

大
地 

元
気
な
稲
が
す
く
す
く
育
つ
豊
か
な

 

大
地

肥
料 

お
い
し
い
コ
メ
を
育
て
る
肥
料
設
計

水 

清
ら
か
な
水
を
た
た
え
る
た
く
さ
ん

 

の
川

土 

た
い
肥
や
稲
わ
ら
等
に
よ
る
土
づ
く

 

り
の
徹
底

人 

コ
メ
作
り
に
関
わ
る
人
々
の
愛
情

豊
か
な
実
り 

黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
の
波

特Ａ評価を取得できる「栽培方法」
　「特Ａ」評価を取得し、全国最高水準の品質と
食味を実現するため、作付け農家は県が作成す
る「栽培マニュアル」を厳守します。また、県段
階とＪＡ段階に設置する「金色の風栽培研究会」
の活動を通じて、栽培技術の研

けんさん

鑽に努めるとと
もに、品質と食味の向上に取り組み続けます。

品質の特徴が最大限に発揮できる「場所」
　栽培地域は、岩手県一の良食味地帯、コメの
食味ランキングで「特Ａ」評価を２２回取得して
いる「県南ひとめぼれ」の栽培地域です。さらに、
その地域の中で、トップクラスのおいしさを実現
できる圃

ほ

場
じょう

を選定します。

信頼に応える「品質管理」
　県が定める品質目標をクリアしたコメのみを
「金色の風」として出荷します。また、品質と食
味を維持するため、毎年種子を更新するほか、
タンパク質含有率、食味値などのデータ分析に
基づく良食味米の生産を徹底します。

「金色の風」炊飯モードのある
ジャー炊飯器が登場！

　パナソニックの炊飯器「Ｗおどり炊き」は銘
柄炊き分けコンシェルジュ機能を搭載。「金色
の風」を含む４銘
柄が新たに仲間入
りし、５０銘柄を
炊き分けることが
できます。

作付基準を満たす「人」
　作付け農家の選定基準は県が策定し、ＪＡが
その基準を満たす農家を選定。市町村長の推薦
を受けた農家を、県が「金色の風」作付け農家
として登録します。さらに毎年、作付け農家が
作付基準を満たしているか確認します。
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世界文化遺産

山田  俊和　中尊寺貫首

　「金色の風」、浄土平泉のめぐみを皆
さまにお届けするにあたり、世界文化遺
産中尊寺では、豊作祈願 ( 四月　種ま
き)、安全祈願 ( 五月　田植え、九月　
稲刈り)を関係者の方 と々執り行ってまいりました。
　神仏のご加護のもと、浄らかな田に実った「金色の風」は、
「ふんわり」「甘い」とてもおいしいお米になりました。
　世界中の皆さまに、浄土平泉から、「平和と幸福」をお届
けしたいと作られた、特別なお米「金色の風」です。このお
米を食べて皆さまが幸せになりますように。神仏に祈り奉り
ます。

岩手県農林水産部　県産米戦略室

小原　繁　県産米戦略監

　他の産地に負けない、最高級のお米を
作ろう！こうした思いで研究を重ね、誕生
したのが「金色の風」です。岩手県が10
年の歳月をかけて開発した、おいしさを
極限まで追求した全国に誇れる品種です。
　ふわりとした軽やかな食感でありながら、もっちりとした
粘りがあり、かんだ瞬間に豊かな甘みが口の中に広がる
「金色の風」は、まさに、これまでのお米を超えたお米です。
食味評価で「特Ａ」を安定して取得している県南地域に限
定して作付けしています。この秋デビューを迎えた岩手県の
フラッグシップ米「金色の風」をお届けいたしますのでぜひ
ご賞味ください。

「
金
色
の
風
」栽
培
に
係
る
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み

　

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
で
は
県
の
選
定
基
準
に
基
づ
き
、
主
食

用
米
５
㌶
以
上
栽
培
し
て
い
る
意
欲
あ
る
担
い
手
か
ら
16
人

を
選
定
。
平
成
29
年
度
は
当
Ｊ
Ａ
管
内
27
㌶
に
「
金
色
の
風
」

を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
２
月
22
日
に
「
金
色
の
風
」
栽
培
研
究
会
を
設

立
し
、
高
い
志
と
意
欲
を
持
っ
た
生
産
者
が
栽
培
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
遵
守
し
、
圃
場
巡
回
指
導
や
研
修
会
な
ど
研け

ん
さ
ん鑚

に
努
め

栽
培
し
て
き
ま
し
た
。

２月22日　ＪＡいわて平泉「金色の風」栽培研究会設立
　「特Ａ」評価の取得に向けて食味品質の向上を推進し、栽培技術の地域内共有と
栽培適地の検討を目的に「金色の風」生産農家、栽培適地検証圃場担当農家、ＪＡ、
一関市、平泉町、一関農林振興センター、一関農業改良普及センターで構成しています。

５月８日　田植え
　平泉町の中尊寺で生産
者や関係機関などが参加し、
田植えの無事と豊作を祈願
しました。祈祷を受けた苗を、
岩手県知事が平泉町内の水
田に植えました。

４月９日　種まき式
　平泉町の中尊寺で生
産者や関係機関など約
50人が参加し種まき式
を行いました。本堂で豊作を祈願し、祈祷を受けた
種もみを苗箱にまきました。
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７月７日　現地巡回指導会
　「金色の風」を作付けしている全ての圃場を巡回し、
生育状況や栽培管理、雑草防除の状況などを確認しま
した。生産者と関係機関18人が参加。管理が徹底され、
生産者の意識の高さがうかがえました。

９月22日　稲刈り開始
　管内で「金色の風」の刈り取りが始まりました。登熟
期の低温と日照不足による品質への影響が心配されま
したが、上々の仕上がりとなりました。日本穀物検定協
会の食味ランキングで最高評価の「特Ａ」取得に期待が
もてます。

８月１日　ＡＳＩＡＧＡＰ団体認証取得を目指すと宣言
　農業生産工程管理（ＧＡＰ）の取り組みとして、第三
者認証のＡＳＩＡＧＡＰの団体認証を目指しています。管
理と適用基準の研修会を重ね、年明けに取組宣言をす
る予定です。

「金色の風」いよいよ販売開始
　「金色の風」が市内のスーパーでお買い求めいただけ
ます。生産者と関係機関が志を一つに生産した、岩手
県の最高級米「金色の風」をぜひご賞味ください。

ＪＡいわて平泉「金色の風」栽培研究会

小野  正一　会長　

　大雨の中、傘を差してのテレビ取材、
台風一過で強風の中でよろけながらの
テレビ取材、そして囲み取材など、世間
が「金色の風」に期待している事を肌で
感じた一年でした。その度に、研究会のメンバーの思いを代
弁すると共に「農業の持つ豊かさ」を社会に発信することがで
きました。先日、東京のお米屋さんで構成するお米マイスター
との懇談でＧＡＰの話になりました。販売店や消費者は、生
産者がＧＡＰに取り組むことで安心し、生産者と繋がれると感
じているようです。研究会のＡＳＩＡＧＡＰへの取り組みに期待
していることがうかがえ、取得に向け決意を新たにしました。

ＪＡいわて平泉　営農部

千葉　広　部長

　「金色の風」によって、新たな取り組
みを生産者と一体となり進んでまいりま
したが、この取り組みこそ真の協同組合
活動だと考えます。生産者は、自信と誇
りをもって日々の生産管理を進めて来ており、この努力が確
実に品質として現れることを念願しています。さて、生産場
面が終了し、いよいよ全国の消費者に向け、発信する時を
迎えました。世界文化遺産中尊寺のお力をいただきながら、
多くのライバル新品種を抑え、目指すは日本そして世界の
フラッグシップ米として関係機関を含め全力で取り組んでま
いります。

岩手県のフラッグシップ米「金色の風」が
今秋いよいよデビュー


